様式11(1)
品質検査結果
一般生菌数検査
一般生菌数検査結果報告書を添付すること。

	項目
	基準（※1）
	結果
	合否
	備考
	※2

	検査手順
	混釈平板法
	
	
	
	

	測定値
	①１検体でも20,000CFUを超すものがあれば、そのロットは不合格
②5検体とも20,000CFUより少なくても、2検体以上10,000CFUを超すものがあればそのロットは不合格
	検体1
	
	
	単位:CFU/g
	

	
	
	検体2
	
	
	
	

	
	
	検体3
	
	
	
	

	
	
	検体4
	
	
	
	

	
	
	検体5
	
	
	
	


※1：　操作手順は別紙1-2を参照
※2：　審査機関使用欄

様式11(2)
品質検査結果
恒温検査及び細菌検査
恒温検査及び細菌検査結果報告書を添付すること。

	項目
	基準（※1）
	結果
	合否
	備考
	※2

	検体数
	１ロットについて5検体採取
	
	
	
	

	恒温検査
	35.0℃で14日間保持し、膨張または漏れを認めなければ合格
	
	
	
	

	細菌検査
	陰性であれば合格
	
	
	
	


※1：　方法は食品衛生法食品の規格基準D各条容器包装詰加圧加熱殺菌食品に規定する方法による。
※2：　審査機関使用欄

様式11(3)
品質検査結果
減圧検査
減圧検査結果報告書を添付すること。

	項目
	基準（※１）
	結果
	合否
	備考
	※2

	検体数
	1ロットについて5検体採取
	検査対象のロット番号&シリアル番号：
	
	
	

	減圧検査
	450mmHg以下で1分間以上放置し、目視により破裂や漏れのないこと。
	検体1：





検体2：





検体3：





検体4：





検体5：





	
	
	


※1： 操作手順は別紙2-1を参照
※2： 審査機関使用欄

様式11(4)
品質検査結果
[bookmark: _GoBack]官能検査
官能検査結果報告書を添付すること。

	項目
	基準（※1）
	結果
	合否
	備考
	※2

	検体必要量
	12検体以上または，12名以上のパネルで官能検査を実施し，外観，色調，匂い，風味，および食感を評価する。
	
	
	
	

	評点
	原則6点以上を合格とする。
	
	
	最終判断は審査機関によってなされる。
	


※1：操作手順は別紙4-3による
※2：審査機関使用欄
様11-1
